
母子健康手帳とは

親子の大切な健康記録です。
〇妊娠中から出産までの経過
〇生まれたお子さんの健康状態や発育
〇予防接種の履歴 など

万が一の体調不良時の受診に備えて、外出時は
必ず持ち歩きましょう。

予防接種の公的記録として就学後も役立ちます。
大切に保管しましょう。



母子健康手帳の使い方
～記入しましょう～

手帳を受け取ったらすぐ記入しましょう。

「子の保護者」

〇お母さん、お父さんについて
記載します。



母子健康手帳の使い方
～記入しましょう～

「妊婦の健康状態等」
「妊婦の職業と環境」

〇飲んでいる薬、アレルギー、
手術歴などを記載します。

妊娠・出産を見守るための重要な情報のため必ず記載してください。



「妊娠中の記録(1)～(4)」

〇妊婦さんの気持ち、体調の変化、
健康診査時に尋ねたいことなど
を書いてみましょう。

母子健康手帳の使い方
～記入しましょう～

分娩予定日、緊急連絡先は
必ず記載しましょう。

分娩予定日

緊急連絡先



「妊娠中の経過」
妊婦健康診査の検査の記録です。

母子健康手帳の使い方
～妊娠中の検査～

妊娠中の健康管理や食事などの参考にしましょう。
また、妊婦健康診査初回及び8回目では、妊娠糖尿病
の可能性を診るための血糖検査があります。検査結果
を確認しておきましょう。

〇子宮底長、腹囲、体重は赤ちゃんの育ち
具合を見ています。
〇血圧、尿糖などは赤ちゃんが育つ胎内の
環境がどのような状況かを見ています。



「両親学級などの受講記録」

〇両親学級では、妊娠・出産・育児についての
学習や赤ちゃんのお世話体験などを行います。

〇病院、民間企業などで開催しています。

〇金沢市福祉健康センターでは
助産師・管理栄養士・保健師による妊婦相談を行っています。

母子健康手帳の使い方
～記入しましょう～



「妊娠中と産後の歯の状態」
歯科健康診査の記録です。

〇妊娠中はむし歯や歯周病にかかりやすく
なります。
〇歯周病が悪化すると低出生体重児・早産
のリスクが高くなります。
〇妊娠初期から安定期で体調の良い時に受診しましょう。

母子健康手帳の使い方
～妊娠中の検査～



「出産の状態」
「出産後の母体の経過」

〇出生時の赤ちゃんの身長・体重や
母体の健康状態などの記録です。

母子健康手帳の使い方
～出産の時～

乳幼児健診や予防接種の際など、さまざまな場面で必要になる
とても大切な情報です。

医療機関が記載します



「早期新生児期の経過」
「後期新生児期の記録」
「検査の記録」

〇退院時の記録、新生児訪問指導等
の記録、先天性代謝異常等検査・
新生児聴覚検査の結果を記入して
もらいましょう。

母子健康手帳の使い方
～新生児期～



「うんちの色に注意しましょう」

〇生後４か月くらいまでは、便の色に注意が
必要です。
〇赤ちゃんの便とカードの色を見比べて判定
します。

１～３番に近い色の時は小児科医に相談しましょう。

母子健康手帳の使い方
～育児中～



母子健康手帳の使い方
～育児中～

「保護者の記録」
〇成長の様子、育児の心配、かかった病気、感想、
お子さんへのメッセージなどを記載
しましょう。

「健康診査」
〇各時期の乳幼児健康診査の記録を
受診機関が記載します。
乳幼児健康診査では、｢保護者の記録｣も参考にして成長発達の確認を
行うため「保護者の記録」は健康診査前に記入しておきましょう。



「乳幼児身体発育曲線」
「幼児の身長体重曲線」
「成長曲線」

〇身長や体重などを記入して
お子さんの成長を確認しましょう。
〇発育状態を客観的に判断できます。

母子健康手帳の使い方
～育児中～



「今までにかかった主な病気」

〇水痘や風しんなどの感染症
〇アトピー性皮膚炎や喘息などの
アレルギー疾患

〇骨折などの外傷
〇心臓病などの大きい病気 など

かかった場合は記載しておきましょう。

母子健康手帳の使い方
～育児中～



「予防接種の記録」
〇いつ、何の予防接種を受けたかが
わかる公的な証明となり、就学以
降も必要となります。

〇病気になった時などにも確認する
大切な情報です。

〇予防接種を受ける時は、母子健康
手帳を忘れずに持参し、接種記録
を記入してもらいましょう。

母子健康手帳の使い方
～育児中～



母子健康手帳の使い方
～活用しましょう～

「子育てのサポート・相談先」
○お母さん、お父さんだけで悩みを
抱え込まないことが大切です。
相談窓口を記載しておきましょう。

「災害時の備え・対策」
○災害はいつ起こるか分かりません。
お住まいの地域の情報をもとに災害
時の備えを家族で話し合い記載して
おきましょう。

相談窓口

災害対策



「母性健康管理指導事項連絡カード」

○通勤緩和 ○作業の制限
○休憩時間の延長 ○休業
○勤務時間の短縮

必要に応じて医師などに記入してもらい、
勤務先へ提出しましょう。

母子健康手帳の使い方
～活用しましょう～



「知っておきたい救命手当」

〇物がのどに詰まったときの応急処置
〇心肺蘇生法

母子健康手帳の使い方
～活用しましょう～

直径39㎜

３歳児以下では、このサイズは口に入るため、
のどに詰まると窒息の危険があります。

すぐに対処できるように確認しておきましょう。


